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本研究の目的は，中学校技術・家庭科技術分野「情報とコンピュータ」において生徒の自己効力形成を支

援する学習指導を展開することである。筆者らの先行研究（Modyamaet．d2009，森山ら2010）で得られた知

見に基づき，①情報活用の実践力を高めうる題材の設定，②実習に対する不安の軽減，③学習方略の形成を

支援する手立ての導入という3つの指導仮説を設定し，表計算ソフトの活用を内容とする題材「発見！私の法

則！」をデザインした。中学3年生65名を対象とした実践の結果，本実践によって生徒の「判断力」や「表

現力」などの情報活用の実践力と共に，「課題遂行感」や「スキル習得感」などの自己効力がそれぞれ有意に

伸長した。これらのことから，本実践における学習指導の展開は，生徒の情報活用の実践力を育成する中で，

適切に自己効力の形成を支援しえたことが示唆された。

キーワード：中学校技術・家庭科技術分野，「情報とコンピュータ」，自己効力，情報活用の実践力

1．はじめに

本研究の目的は，中学校技術・家庭科技術分野（以下，

技術科）「障鞍とコンピュータ」において生徒の自己効

力形成を支援する学習指導を展開することである。

社会の情報化に伴い，平成10年度告示学習指導要

領以降，技術科では，r情報とコンピュータ」の学習が

必修として実践されてきている。「情報とコンピュー

タ」の学習は，体系的な情報教育の一翼を担うものと

して，総合的な学習の時間と共に，「情報化社会で生活

していくうえで必要な情報を適切に活用する能力」（情

報活用能力）を養うことが標樺されている（文部

省，1鵬叱　この学習は，平成20年告示学習指導要顔

においても恥：情報に関する技術」に踏襲され，新教

育課程としての実践を目前に控えている功。

しかし，教育現場における「情報とコンピュータ」

の学習では，様々な実践課題が生じている。例えば，

情報機器やソフトウェアの操作方法は理解しているも

のの，自信を持って自己の問題解決に応用できない生

徒，設定された課題の達成にのみに満足してしまい，

課題に工夫を加えたり，より難易度の高い課題に挑戦

しようとする姿勢が見られない生徒，情報を積極的に

収集するが，情報を処理したり，発信したりしようと

することには消極的な生徒など，学習に対する自信の

なさ，他者依存，チャレンジ宥神や積極性のなさが問

題となっている。これらの問題には様々な原因が考え

らけれるが，その一つとして自己効力（艶旺E伍壷

が挙げられる。

ここでいう自己効力とは，様々な問題や課題に対し
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て，ある結果を生み出すために必要な行動を，どの程

度うまく行うことができるかという可能性の認知であ

る仏．Bandu喝1985）功。人は，行動に先立ってその行

動の遂行可能性を期待し，結果に先立って行動に伴う

結果を期待する。B血aは，このような効力期待と

結果期待の組み合わせが，人間の認知や感情，そして

行動に影響を及ぼすとしている。さらに，B血は，

「人は，ある行動がある結果を生むとわかっていたと

しても，必要とされる行動を自らが遂行できるかどう

か疑っているならば，そのような情報（結果）は行動に

影響しない」，「知覚された効力期待は，活動や陽面の

選択に影響するのみならず，努力にも影響し，その効

力期待が強ければ強いほど，より努力する」と指摘し

ている。この効力期待と結果期待との関連性は，人の

学習行動の是非に情意的な影響を及ぼすと考えられる。

「情報とコンピュータ」の学習において生徒の効力

期待と結果期待の関係を考えると「情報とコンピュー

タの勉強をすれば，コンピュータを上手に使いこなせ

るようになる」といった結果期待があっても「コンピ

ュータ操作は難しく，勉強しても自分には上手くでき

るようになると思わない」というように効力期待が低

ければやる気を失ってしまう。また，「コンピュータ操

作は勉強すれば自分にはできそうだ」という効力期待

が高くても，「勉強してもあまり役に立たない」と結果

期待が低けれ喘学習意欲も減衰してしまう。したが

って，「情報とコンピュータ」の学習が価値のあるもの

と結果期待を感じさせ，さらに，学習課題の解決に対

する効力期待を高める必要がある。このように，学習

指導において生徒の自己効力を高めることは，様々な

学習課題に対して自ら解決しようとする意欲や態度を

高めることにつながることから，重要な教育実践課題

として位置づけられる。

この間題について筆者らはこれまで，情報活用の実

践力を育成することが生徒の一般性自己効力の形成に

寄与しうること紬軸皿aet．d2榊が，「情報とコン

ピュータ」の授業における生徒の自己効力が「応用期

待感」，「課題遂行感」，「スキル習得感」の3因子から

構成され，その促進要因として「学習方略の形成」が，

阻害要因として「実習に対する不安」がそれぞれ因果

していることを明らかにしてきた（森山ら201（帆

これらの知見に基づけば，「情鞍とコンピュータ」の

授業において，①情報活用の実践力を高めうる題材を

設定し，②実習に対する不安を軽減させ，③学習方略

の形成を支援する手立てを導入すれ桟生徒の自己効

力形成を支援することができるという学習指導上の仮

説を設定することができる（以下，指導仮説）。そこで

本研究では，生徒にとって難易度が高く，技術科担当

教員が指導上の困難さを感じやすい表計算機能の学習

を事例に，上記の指導仮説を導入した具体的な実験授

業を実施し，その効果を実践的に検証することを目的

とした。

2．方法

2．1実践対象

実践対象はT県の公立中学校3年生計65名（男子

39名，女子26名）とした。

2．2測定尺度

本実践に対する評価には，以下の3種街の測定尺度

を準賭した。いずれの尺度においても実践前，実践後

に調査を行い，その伸びを検討した。

（1）情報活用の実践力尺度

実験授業において指導仮説①「情報活用の実践力を

高めうる題材」が適切に設定されたかどうかを判断す

るために，高比良仕001）④らが作成した「情報活用の実

践力尺度」を使用した。この尺度は，情報の「収集力」

因子，「判断力」因子，「表現力」因子，「処理力」因子，

愉陰力」因子，「発信・伝達力」因子の6因子で構

成されている。実際に使用した「情報活用の実践力尺

度」を図1に呑気

（2）MSLQ「情報とコンピュータ」版

実験授業において，指導仮説虐）「実習に対する不安

の軽減」及び③「学習方略の形成支援」が手立てとし

て適切に導入されていたかどうかを判断するために，

森山ら（201（カの改変したMS1月（以下，MSLQ「情報

とコンピュータ」版）を使用した。この尺度は，Ph血彙h

andDeGroot（1990）の作成した「Motivated

StrategiesforlearningQuesdonnaire：動機づけられ

た学習方略尺度」（MSLQ）カのうち，「自己効力」因子

を除く「実習不安」因子，「学習方略⊥因子，「教科の

価値観」因子3因子について「情報とコンピュータ」

の授業に適するように改編した尺度である。

（3）「情報とコンピュータ」における自己効力尺度

実験授業において，3つの指導仮説を導入した効果

を判定するために，森山ら包01（カの作成した「『情報と

コンピュータ』における生徒の自己効力尺度」を使用

した。この尺度は，「応用期孝動乱因子，「課題遂行感」

因子，「スキル習得感」因子の3因子で構成されてい

る（図2）。

なお，回答は，「情報活用の実践力尺度」，嘲
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惰轍活用実践力に嘱するアンケート

（　　　　　　）中学校（）年（）纏l（男子・女子）

名前（　　　　　　　　　　）

次の各同いを乾んで、今のあなたに当てはまるものを、右の庄柵 1ら選び、0 で阻んでくださしも　どれにもあて結

去らないと思われる場合でも、より自分に近いと思 うものに必ずO をつけてくだ さし㌔

正 しい答えはあ りませ んので、あま りl架く考えずにありのままの姿を答 えてくださV ㌔また、あなたの答 えたことが、

他の人に知 られる ということもありません し、臓 にも－一切痍隣 しませんので、嚢心して答 えてくだき代

少
し
そ
う
だ

と

て

圭

1．興味をもった事柄については，薇由杓に情報を細る。

2．授倉でわからないことがあっても先生に貿笥したり，

はほとんどな代

3．資料は自分で集めずに，友毒1らもらって済ませることの方が多V㌔

4，わからない事項があったら㍉辞書や辞典をひくようにしている。

5．新しい品物を購入すると剖もまずカタログや雑誌を収集する。

6．日分から進んで飛べものをすることは少なし㌔

7．惑題になっている本や蝦右には，日を適すようにしている。

8．．Mから用いて初めて知る酎多朽

9．新開やテレビのニュースを，あまり見なも概

10．何でも，一一う由り知っていたいという気持ちが．人一倍強い．

11．人から恥、た顔が本当かどうかを．後‾瑠勤1めることはなし㌔

12＿人のうわさをすぐに信じる方1巳

13．新聞やテレビで言われることを，すぐに信じる方である。

14．テレビで知ったことを，後から本など‾砲することがある。

15．手に入れた債報が古くなっていないかどうかi里露している。

16．対立する意見があるときは－一つも∴両方の言い分を聞いて、それぞれの良し癒しを

判断するようにしている。

17．うわさを陶いた時には，それがどのくら憾勤あるかを確認している．　　　5

18．たくさんの資録から必軸を見つけ出すのは苦手である．

19．粛べたことを整理する時i文章だけでなく図や表も活用するように心がlナている。5

20．集めた惰恥も1監墾しないでそのままにしておくことの方が多レヽ　　　　　　　5

21，たくさんの情報を集めたときは，似た内容ごとに分銅するようにしている．　　5

22．文章を理解するために，自分で回や表に書き直してみることがある。　　　　　5

23，集めた資掛を整理するのは苦手である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

義貞に轟きます．
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24．ノートがわかりやれ、と言われる。

25、文章を胱むとも重蓼なところl縞を引くことはな叛

26、メモ影取　ながら　文動痛むことはな叛

27　惰繍くとき，銭腹立てて考えるよりft敵いつきで鋸錮虐使け‾ことが多叛

28、多くの資料を検討して，繊■を導く瑚ま相計である。

29、倉見がたくさんあっても，うまくまとめることができる。

30、熟、文章でも，その毛融またも㍗1値できる。

31、馨紆櫛、たいこと姻する瑚まき声である。

32、多くの檜腱から，共通点を見。ナ往けのは苦手である。

33、翻こまとめ臼欄から，共通点や側を亀頭ナること塙である。

34、品物を選ぶとき．たくさんのカタログを見て的陸検討すること腑も

35、癌をやるとき．．物まねをすることが多叛

36．朔陀人とは違う地軸1ら考えてみるほうである。

37．他の人顧鷺鼠を紹介するよりも，自分群考えや意見を穀することの方が

好きである。

38．人と違った意見を考えるのは苦手である。

3g　倒されやれ、方である．

40．新しいものや劾つったものを作り出すのは苦手である。

41．他人と異なる意見を出すのが得意である。

42．ある触法で闇確如梱ナたら，さらに良し鰯そうと咄わなもヽ

43、人よりも良いものを作るように心がlナn、る。

44．日分なりの考えを持つようにしている。

45．小さな子と薗すときに味．なるべく妊しい言葉を鏡わないように気をつけている。

46．人と薗すとき．拍手が何を知りたがっているか考えない方である。

47．棚こ職巳りながら者iカセある。

48∴大勢の紺で受表するときは，いうべきこと鵬してから鬱ナようにしている。

49　場所の脚も肺腑項轢招ナで済ますこと麟れヽ

50．友達に連綿すると書は要件に応じて，手紙や鴨島ファックスなど引払、分け

ていも

51．人に要件を伝える時こIも重要な晩かこ下線を引くなどして，柏手が注Eするよ

うにニ〔夫している。

5乞．わかりやれい文章を書くのは苦手である。

53．人前で発表するとも何も考えずにi臣し出すことが参員

54．日分の考えを人に歳調するのが蓉手鑑

こ後九ありがとうござい暮しも
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図1情報活用の実践力尺度の

「惰 報 と コ ン ピ ュ ー タ 」 の 学 習 に 対 す る ア ン ケ ー ト

（　　　　 ）中 学校 （ ）年 （ ）盈 （ ）番 （ 男子 ・女 子 ）　　 名 前 （　　　　　　　　 ）

この ア ン ケー トは、 中学 校 技 締め r情 報 とコ ン ピ ュー タ j の 学 凱 こ対 す る気 持 ち を聞 く

姜 葺 を 至 芸

呵 用

い

もの で す 。各 質 問 を読 ん で、 あ な たに 一 番 あて は ま る もの を、 右 の劇 恥 －ら 1 つ 啓 び、

数 字 をO で 囲ん で くだ さlヽ 質 略 面 に もあ ります の で 、す べ で の貸 間 に 答 えて くだ さ

もヽ （例 ニ5 － 4 － 3 1 富ト 1 1

この ア ンケ ー ト11 成績 こ関係 しませ ん の で 、患 っ た通 りに 答え て くだ さしヽ

t ． あな た は 、 r情 報 と コン ピュ ー タJ の 授業 で ‥ ・

1 ， 学習 した こ とを 現在三の 家蜘 こ役 立 て られ る よ うに な りた l 　ヽ　　　　　　　　　　　 5 －4 － 3 － 2 － 1

2 ， 触作 した 作品 は 、友 達 や ク ラス のみ ん な に認 め て も らえ る と思 う．　　　　　　　　　　　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

3 ． 鼎 訂 こ取 り組 ん ‾碑 、る時 に 、 失敗 す る と よけ い にや る 気 がわ い て くる。　　　　　　　　　 5 －4 － 3 －2 － 1

4 ． 蕨題 に 取 り組ん てト 、る時 、 失 敗 して も あま り悔 やま ず 、 前向 き に考 え るほ う7こ　　　　　　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

5 ． 友 勧 ミうま く鳩 を 解 決 して い るの を 見る と自分 に もで きそ うだ と思 う。　　　　　　　　 5 －4 － 3 － 2 － 1

6 ， 刻 悌 ソ フ トを 使 って 、 自分 で表 やグ ラ フを 作 る こ とが でき そ うだ と思 う，　　　　　　　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

7 ， プ レゼ ン テー シ ョン ソ フ トを 使 って 、 自分 で ス ライ ドを作 る こ とが で きそ うだ と思 う。　　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

8 ． 学習 した こ とを 将 如 増 痛引こ役立 て ら れ るよ う こな　 た 叛　　　　　　　　　　　　　　　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

9 ． コ ン ピュ ー タで コニラー 地 味 自分 で対 処 が でき そ うだ と患 う．　　　　　　　　　　　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

10 ．脚 こ取 り組 む時 は、 困 っ てい る友 達 が lすlば 、卸 すて あ げ られ るよ うにな りた い と思 う。　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

1 1． W e h ペ ー ジ 作成 ソ フ トを 綻っ て 、 自分 で Ⅶ 晶 ペー ジを 作 る こ とが でき そ うだ と 思 う。　　 5 ～ 4 － 3 － 2 － 1

増 ．自 分で コ ン ピ ュータ や イ ン ターネ ッ トを 使 う時 事渦 モ ラル を 守 れる 人 に な りた い と思 う。　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

∫． あ なた は 、・・ ・

1 ． r惰報 と コ ン ピュー タ J の隙 で習 っ て い るこ と は、 自分 に とって 、 い ろい ろ 筍 こ立 っ てい る

と思 う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

2 ． 「情 報 と コン ピ ュー タ J の学 習 内容 を理 解 する こ とは 、 自分 に とっ て重 要 だ と 思 う。　　　　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

3 ＿ r間 と コン ビ 1 一 夕」 の鼓 動 こつ い て、 自分 は よ くで き る と思 う．　　　　　　　　　　　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

4 ． r脚 とコ ン ビュ一 列 の実 習 を して い る時 、授 業 で 学 んだ こ とや 敬 科 書か ら 情 報を ま と めて

参考 にす る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

5 ． 「情 報 と コン ピ ュー タ J の学 習 は 、自分 は 得 意 だ と思 う。　　　　　　　　　　　　　　　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

6 ． 個 と コ ン ピュー タ J の勉 強 を して い る とき 、覚 え る ため に、 自分 の ノー トや プ リン トを し

つ か り整 理す る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5 － 4 － 3 － 2 － 1

7 ． r情報 とコ ン ピュー タJ の実 習 が うま くで きる か ど うか 大変 心 配す る。　　　　　　　　　 5 1 4 － 3 － 2 － 1

合． 職 能 と コ ン ピュー タ J の実 習 の とき 、気 持 ち 翻 なヽしも　　　　　　　　　　　　　 5 －4 － 3 －2 － 1

図2　MSLQ及び自己効力尺度㊥

『情報とコンピュータ』版」，「『情報とコンピュータ』

における生徒の自己効力尺度」の3尺度では，各項目

に対して「とてもあてはまる」から「まったくあては

まらない」の5件法とした。また，各尺度，各因子の

変容は，実験授業前に実施した事前調査と，実験授業

後に実施した事後調査との間で，対応のあるt検定を

両側検定で行い，その有資性を判定した。

2．3学習指導の展開

設定した学習計画を図3に示す；学習計画は，全7

時間で構成した。第1～2時では，表計算機能の基本

的用語，合計・平均の計算，並び替えの操作方法につ

いて学習した。第3～7時では，題材「発見私の法

則はこれだ」を設定した。本題材において，生徒は，

2種類の質問項目を自ら考え，自分の学級内で調査を

実施し，その結果を表計算ソフトに入力し，クロス集

計した。そして，両者の関係性の有無を判定・解釈し，

法則として文章化した。これは，指導仮説①「情報活

用の実践力を高めうる題材」の設定に対応して，生徒

が自ら情鞍を収集し，デ」一夕を分析して，新しい情報

を生み出す過程を組み込んだものである。

2．4指導仮説の導入

自己効力形成の支援として，指導仮説②及び③に基

づく次の3つの手立てを導入した。まず，指導仮説②

「実習に対する不安の軽減」に対しては，必要な操作

方法を簡潔に参照できる学習プリントとして，「虎の巻
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『発見．私の法則はこれだ日』の指導計画（全7時間）

単 元 名と学 習 内容 主な学 習内 容 時間

1 ．表計算 機 能について知 ろう
・表 計算 ソフトを使 い，表計

算 機能 の基 本的 な用語 ，
2

（0．5）

（1 ）基 礎的 な機 船 こついて知 ろう 操 作方 法 につ いて学 ぶ 。

①基礎 的 な用 語を知ろう

② 並 び替え機 能を知 ろう （0．5）

③ 計 算機 能（合 計 ・平 均）を知 ろ‾ （1）

2 ．表計 算機 能を活用 しよう ・表 計算 機能 を活 用し．二

つの質 問事 項を考 え．表
5

① 質問項 目を考えよう 計算 機能 を活 用し，その関
係の 有無 について調 べ

（1）

② 質問 内容を調査 しよう 得られ た結果 （情 報）をまと
める。

（1）

③調 査結 果を入力 しよう （1）

④調 査結 果を判定 ・解 釈 しよう （1）

⑤結 果をまとめよう （1）

図3　学習指導計画

プリント」を準隋した（図4）。このプリントには，題

材で必要となる換作の内容と，起こりやすいトラブ／レ

とその対処方法などが整理されている。また，題材で

は，グループでの共同学習を取り入れることで，生徒

同士でお互いにサポートできる環境を用意した。また，

指導仮説③「学習方略の形成支援」に対しては，学習

の見通しを立てさせるための学習プリントとして「学

習のすすめプリント」を準備した（図5）。この学習プ

摩くa確春捌．
L彙び讐え（ソート）の手順
1．並び書え（ソート）したl壌脚定する。（並′、鴇えしたl瀞すべて撒きす‾る。）
2．rチークの）j→r捕え但）jをクリックする。

3，1船されるキー（渡び紋懐郷となる列のこと）jで基準となる瑚定する。注意いデータの）J
にチェック（左クリック）を入れておくJ

4．r擁先されるキーJの右肺こあるr勅・JJ r降噸亀有むJJのどちらかを魂択する。
5．rOK」をクリックする。

図4　操作方法を参照できる

学習プリントの一例（虎の巻）

リントには，学習の進め方，グループでの話し合いの

方法，各授業時の学習課題などが整理されている。こ

のプリントによって，効率的に学習を進めると共に，

「学び方」のヒントを与えることができるようにした。

2．5教材の準備

本実践では，生徒が，各カレープで考えた2種類の

質問項目を用いてアンケートを行い，その結果を集計

した後，2つの質問項目の間に関連性があるかどうか

を判定する必要がある。そのための教材として，2つ

の関連性を判定するためのツーソレを表計算シートに準

備した。

このシートに生徒がクロス集計の結果を入力すると，

内部でx2検定が行われ，関係の有無をグラフと共に出

力するようになっている。関係の有無は，5％未満の水

準で有意な連関が得られた場合に出力セルに「関係あ

り」が，n．S．であった場合に「関係なし」がそれぞれ

出力される。ただし，生徒には，X2検定についての詳

細は説明せず，「内部で統計的な計算処理が行われてい

る」というレ／専レで理解させ，その仕組みはブラック

ボックスとして扱った。なお，本教材はカレープで1

つ使用することとし，動レープ内で生徒が作成したク

ロス集計の結果を，班長の司会のもとで，順番に入力

していき，その結果を班員が議論しながら進める形態

とした。教材の構成を図6に示す。

酬 ソフトウ欄 プリン帆 1 瑚　　 ㌔ た ヱ ＿

I ． 翻 情 の 基本 発語 を知 ろ う。

行憶 糊 A 一 半 一二 聖 霊 慧 ご何

削れ 刊、る九　　　 セル ：ワークシート上　　 覧 芸 芸志 吾‡

の各マス目のこと　　　　　　　 J叫象也という。

このセルは昭弘
2 ． 並 び替 え （ソー ト） を覚 え 占う。

並び替え（ソートト‥ある列を基数こして，必要なデータ範囲を並び替える操作を並び替え（ソート）と言い
ま‾九
並び替え（ソート）には，唄抱 （敷饉ミだんだんと大きくなるように並べる方法ニ
l且3．・‥）と愉 馳 iだんだんと′卜さくなるように並び替える方法埼〟い‥）
とがあります。

表1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 詳しくは「虎の巻

慈漣患」」L J 云 駐慈義旗慈麗」L ⊥∴＋ ＋ ．し き　その l」へ
こ、こそ、ま、、ミ　　　　 ミ年　　　 Z身長　　 都塵　　　　　　　　　　　　　　 G O！
、、－お父さんン　　　 43こ　　 173　　　 85
、で私　　　　　　 14z　　 l62　　　 49・
ヱお　さん2　　　 45z　　 l52－　　　 55．

I．着弾l劇 吼

表 1で，列B を基準にして，「昇順」に並び替えてみよう。」

響び之ヴlレー1 電撃び会読も

難しかったところ，うまくできなかったところはどこです功、？また，どのように

したら解決できそうですか？」

メモ

讐び 1 竃鵬

表1で，列B を基準にして，「降軌 に並び替えてみよう。」

表1で，列 C，列D を基準にして 塀順」，「陣恥 に並び替えてみよう。」

図5　学習の見通しを持たせる

学習プリントの一例（学習のすすめ）
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各回答の人数を入力

■計した結果を
無色の匂いこ入
力しよう弓

質問2

は い　 1 いい え
」は い N

間 1いい え

図6　関係の有無を判定するための表計算シート

図7　アンケートの仕分け

図9　アンケートの集計

3．実践の結果と考察

3．1実践の様子

本実践において生徒は，基礎学習の後，題材「発見！

わたしの法則はこれだ！」に取り組んだこ図7は，実

図6　集計結果の判定

図10　班での話し合い

施したアンケートを仕分けしている様子である。また，

図8は，判定シートを用いてクロス集計の結果を検定

している様子である。図9は，アンケートの結果を表

計算ソフトに入力し，集計している様子である。図10

は，質問項目について班で話し合いをしている様子で

ある。本題柳こおいて，生徒が見つけた「法則」の例
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を図11に示すこ

3．2実践に対する生徒の反応

実践の後，学習の振り返りを行い，「学習の楽しさ」，

「学習の理解度」，「学習の感想」を調査した（図12，図

13）。その結果，「学習の楽しさ」では，全体の約7割

の生徒が，「とてもそう思う」「少しそう思う」と回答し

ている。また，「学習の理醜動でも，約7割の生徒が

「よく分かった」「少し分かった」と回答している。ま

た，実践後の感憩では，「初めてやることばかりで心配

だったけど，やっていくうちに結構わかってきてよかっ

た。今回勉強したことをこれから活かしていきたV㌔」

「虎の巻など分からないところもよく分かって，とても

分かりやすかった。」「友達に教えてもらってスムーズに

できてよかった。」などのコメントが得られた（図14）。

これらのことから，本実践は，生徒にとって，面白さ，

わかりやすさという点において高い評価を得ることが

女子に比べて男子の方が運動部に入っている人が多叛

実技教科が好きな人は，文化部が多い。

女子は，男子に比べて文化部に入っている人が多し㌔

女子は，男子に比べて好きな教科が少ない。

うがい手洗いをしているのは，女子より男子のほうが多レ㌔

勉強が好きな人は，部活動に真面目に取り組んでいる人が多い。

外で遊ぶのが好きな人は，家に帰ったら手洗いをしている人が多V㌔

ゲームが好きな人は，調理実習などの実技教科が好きな人が多レ㌔

嫌いな食べ物が少ない人は，あまり病気にかからない人が多い。

男子のほうがバランスのとれた食事をしていると考えている。

朝食をきちんと食べている人は，部活動に欠かさず参加している人が多レ㌔

男子は女子に比べ，スポーツを観るよりもする方が好きな人が多レ㌔

女子は，男子に比べ，観たいテレビ番組を欠かさず観ている。

男子のほうが健康に気をつけている人が多レ㌔

男子のほうが女子に比べ，部活動に入ってよかったと思っている。

男子は，健康のために運動している人が多い。

男子は女子に比べ，バレーの経験者が多い。

男子のほうが女子に比べ食べ物の好き嫌いが少なし㌔

スポーツ番組をよく観る人は，スポーツを実践するのが好きな人が多V㌔

男子は，女子に比べ，スポーツ番組をよく観ている。

インタスタント食品をよく食べる人は，風邪をひく人が多い。

男子は，女子に比べてインスタント食品をよく食べる人が多い。

ゲーム遊びが好きな人は，健康にあまり気をつけていない人が多叛

図11　生徒が見つけ出した法則の例

■とてもそう思う

ロ少しそう思う

臼ふつう

田少し思わない

日あまり思わない

図12　授業後の振り返り（学習の楽しさ）
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■よくわかった

田少しわかった

田ふつう

□少しわからなかった

日あまりわからなかった

図13　授業後の振り返り（学習の理解度）



初めてやることばかりで一亡滴己だったけど，やっていくうちに結構わかってきてよかった。今回勉強したこと

をこれからに活かしていきた叛

将来役に立つものだと思うからがん嘉甘した。

楽しかった。家ではあまりエクセルとか使わないけど，使う時には今回習ったことを生かして活きたい。

表計算ソフトの使い方がわかってよかった。いろいろな場面で活用していきたい。

ワードは使用することが多少あるのでわかっていた。エクセルについて知らなかったことが知れてよカ

った。将来使うと思うので覚えておきた叛

表計算は便利だと思った

表計算ソフトで並び替えができるようになったことが嬉しかった。合計や平均を出すのも楽しくできたし，

よく分かった。今度表計算ソフトを使う時があれば習ったことを活用していきたいと思う。

虎の巻の説明が分かりやすくて自分で進めることができた。

今までの授業で一番分かりやすかった。初めて知ったこともすぐにできるようになったのでよかった。

最初の説明が分かりやすかったので，あとの作業がわかりやすかった。

虎の巻など分からないところもよく分かって，とても分かりやすかった。家でも自分でできそうな気がする。

先生の作ったプリントや説明で説明しながら勉強したのが分かりやすかった。楽しかった。

楽しかった。パソコンとか苦手だけど，虎の巻が分かりやすくてよかった。

表計算は苦手だったけど，虎の巻がすごく参考になって，苦手な私でも理解できた。まだ少し，わからなV

ところもあるけど理解できるようになりたし㌔

今まで一番楽しかった。自分がわからなかった所もいろいろとわかった。もっと家で使う時に役立て栗

いと思った。

楽しかったとてもよくできた。

いろいろとわかって楽しかった。

自分一人ではわからないところがあったけど，友達に教えてもらったりしてスムーズにできてよかっ栗

難しいところもあったけど，友達と教えあいながらできたのでよかった。

図14　　授業後の感想

表1本実践における情報活用の実践力尺度の伸び（際68

事瑚査　事後粧　伸び。諾，判定

「収軌憫F‘票直　呂霊　3霊　0・礪　1・26　n・S・

「判軌断　票竺　呂霊　呂霊　0・20　3・18　＊

頃軌因子　票竺　3霊　呂：芸　0・15　2・80　＊

「処軌因子　票竺　呂霊　呂霊　0・111・65　n・S・

嘲肋因子　票亘　呂：雲　3：票　0・02　0・41　n・S・

聯・伝凱因子　票竺　霊　3：：瑚・02　0・30　n・S・

全体　　警　2霊　3：：雲　0・08　2・45　＊
軸く0．05　＊軸く0．01対応のあるt検定（両側）
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表2　本臭腺こおける旧』「情報とコンピュータj版の伸び　脾萄）

事前拒　事後拒　伸び。漂，判定

「実習不動因子　票竺　呂霊　　呂霊　瑚・45　5・11＊

「学習楓断　票竺　霊　　3：冒Z o・28　2・39　＊

「教科の価胞断　票竺　3：；；　3霊　0・02　0・14　n・S・
坤く0．05　＊軸く0．01対応のあるt検定（両側）

表3　本実践における貼LO r情報とコンピュータ」版の伸び　（際65）

事前粧　報拒　伸び。漂，判定

闇期楓因子　票直　3霊　　3：3冒　0・08　用　n・S・

「課題遂楓因子　票竺　3霊　　3：器　0・23　2・99　＊

「スキノ瑠楓因子　票竺　呂：芸　　3霊　0・3　3・彪　＊

全体　　票竺　3霊　　3霊　0・19　3・51＊
軸く0．05　＊軸く0．01対応のあるt検定（両側）

できたものと推察される。

3．3学習効果の検討

（1）情報活用の実践力の変容

情報活用の実践力における事前・事後調査の結果，

男女を合算した全体のデータにおいて，情報の「表現

力」因子，「判断力」因子及び尺度全体の水準において，

有意な伸びが認められた（表1）。このことから，指導

仮説の手立て①情報活用の実践力を高めうる題材の設

定が，全体として障報活用の実践力の育成に有効であ

り，本実践で適郷こ導入されていたことが確琵されち

位）自己効力の変容

指導仮説の導入を確認するために，事前・事後調査

間における男女を合算した全体のデータを用いて，

MSLQ「情報とコンピュータ」版の変容を検討した。

その結果，「学習方略」因子が有意な伸びを示し，「実

習不安」因子が有意に減衰する傾向が認められた。こ

のことから，本実践においては，設定した指導仮説②

「実習に対する不安の軽減」及び指導仮説③「学習方

略の形成支陵」が，手立てとして適切に導入されてい

たことが確認された（表2）。

次に，「情報とコンピュータ」における自己効力尺度

の変容について検討した。その結果，「課題遂行感」因

子，「スキル習得感」因子及び尺度全体の水準がそれぞ

れ有意な伸びを示した（表3）。このことから，本実践

では，全体として，生徒の自己効力の形成を支援し得

たことが明らかとなった。

4．まとめと今後の課題

本研究では，筆者らの先行研究で得られた知見に基づ

き，「情報とコンピュータ」の授業における生徒の自己

効力形成を支援するために，①情報活用の実践力の形

成しうる題材の設定，②実習に対する不安の軽減，③

学習方略の形成支援という3つの指導仮説を設定し，

その効果を表計算機能の学習を事例に検証した。その

結果，本実践によって生徒の「判断力」や「表現力」

などの博蹄活用の実践力と共に，「課題遂行感」や「ス

キル習得感」などの自己効力がそれぞれ有意に伸長し

た。これらのことから，本実践における学習指導の展

開は，生徒の情報活用の実践力を育成する中で，適切

に自己効力の形成を支援しえたことが示唆された。

今後は本実践の追試とともに，異なる題材を用いた

指導仮説の検証を行っていく必要がある。その上で，

「情報とコンピュータ」の授業で形成された自己効力
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が，学習後の生活場面においてどのような情鞍行動と

して活かされていくかについても慎重な検討が必要で

あると思われる。これらについては今後の課題とする。
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